
八百比丘尼（おびくに）伝説
でんせつ

 

八百比丘尼（おびくに）伝説
でんせつ

は、

日本の全国各地に残
のこ

っています。

西方町真
ま

名子
な ご

にも八百
お

比丘尼堂
び く に ど う

と呼
よ

ばれるお堂があり、次のよう

な伝説
でんせつ

が残
のこ

っています。 

「その昔、朝日
あさひ

輝
てるの

命
みこと

という人

が、流浪
るろう

の旅でたまたま真
ま

名子
な ご

に

来た時、真
ま

名子
な ご

の里
さと

に 凶 賊
きょうぞく

が横行
おうこう

していて人々に危害
きがい

を加え、

里人
さとびと

は日夜
にちや

安じることができずに困っていることを知った。村人が

毎年
まいとし

一人ずつ娘を人身御供
ひとみごくう

にささげていることを聞
き

き、 命
みこと

が賊
ぞく

を

退
たい

治
じ

したことから、里人
さとびと

はこれに感謝
かんしゃ

して 命
みこと

を引き留
と

め、屋敷
やしき

を

与
あた

えて 住 居
じゅうきょ

を造
つく

り、毎年
まいとし

貢
みつ

ぎ物
もの

を納
おさ

めて、やがて 命
みこと

を朝日長者

と呼
よ

ぶようになったという。 

 長 者
ちょうじゃ

はいつまで経
た

っても子どもが生まれなかったため、猿田彦
さるたひこの

神
かみ

に祈願
きがん

したところ、やがて女の子が生まれた。その子を八重
や え

姫
ひめ

と

名付
な づ

けて夫婦
ふうふ

は大切に育てた。 

 姫
ひめ

は生まれながらにして利発
りはつ

であったが、ある日、父の 袂
たもと

に入っ



ていた貝
かい

の肉
にく

を食べた。美
うつく

しく育
そだ

った姫
ひめ

を嫁
よめ

に欲
ほ

しいと申
もう

し込
こ

む

者
もの

が多
おお

くなり、姫
ひめ

はその 煩
わずら

わしさに耐
た

えかねて家を出て山へ 姿
すがた

を

隠
かく

した。四、五年経
た

ったと思
おも

った姫
ひめ

は、家に帰
かえ

ろうと思
おも

い立ち、帰
かえ

ってきてみれば不
ふ

思
し

議
ぎ

にも数 百 年
すうひゃくねん

が過
す

ぎていて、すでに 両 親
りょうしん

は死
し

んでいて屋敷
やしき

もなくなり、屋敷
やしき

跡
あと

だけが残
のこ

っていた。 

 姫
ひめ

は、人世
ひとよ

の無常
むじょう

を感
かん

じ、 自
みずか

ら髪
かみ

をおろし、尼
あま

となって、名も

「妙栄」と 改
あらた

め、日本全国を巡
めぐ

り、若狭
わかさ

国
のくに

（福井
ふくい

県）小浜
おばま

にたど

り着き、ここで自分の 姿
すがた

を 自
みずか

ら二体刻
きざ

み、一体を真名子に送り、

あとの一体を小浜
おばま

に残し「この像
ぞう

を拝
はい

する者は寿
じゅ

命
みょう

を保
たも

ち長生き

するであろう」と言
い

い残
のこ

して若狭
わかさ

の海に身
み

を投
な

げた。姫
ひめ

が八百歳
さい

の

ときであったという。」 

  （「西方町の民俗」西方町より）                                                                                                  


